
 

特定非営利活動法人 KIDS 個人情報保護方針 

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）ＫＩＤＳ（以下「ＫＩＤＳ」）では、個人情報の重要性を認識し、以下の取り組

みを実施いたしております。 

1. 管理責任者の設置 

ＫＩＤＳでは、ＫＩＤＳに関わる全ての皆様個人に関する情報(以下「個人情報」)を取り扱うにあたり、 

ＫＩＤＳ理事会内にその管理責任者を置き、その管理責任者により適切な管理をいたします。 

2. 使用目的の特定 

ＫＩＤＳの活動に参加される皆様（以下「参加者」、過去の参加者を含む）から個人情報を取得させて

いただく場合には、利用目的を可能な限り特定するとともに、参加者に対する問合せ窓口(*)をあら

かじめ明示し、必要な範囲の個人情報を取得させていただきます。 

3. 個人情報の管理 

ＫＩＤＳは、参加者から取得させていただいた個人情報を適切に管理し、下記の場合を除きＫＩＤＳ関

係者以外の第三者に開示をいたしません。  

1. 参加者の同意がある場合  

2. 守秘義務契約を締結した者に、管理および調査を委託する場合 

3. 法に基づく命令により個人情報の開示が求められた場合 

4. ボランティア情報の提供 

ＫＩＤＳは、（参加者の同意がある場合に）ＫＩＤＳの活動に直接関係するまたは間接的に参加者に有

益と思われるボランティア活動やイベント等の情報を、電子メール、郵便等により参加者に送信もし

くは送付し、または電話させていただく場合がございます。参加者は問合せ窓口(*)へお申し出いた

だくことにより、これらの取り扱いを中止させたり再開させたりすることができます。 

5. 個人情報の問合せ 

参加者が、参加者自身の個人情報の照会、修正、削除等を希望される場合には、問合せ窓口(*)ま

でご連絡ください。個人情報の遺漏を防止するため、参加者自身であることを確認できた場合に限

り、対応させていただきます。 

6. 法令の遵守 

ＫＩＤＳは、ＫＩＤＳが保有する個人情報に関して適用される法令、規範を遵守するとともに、上記各

項における取り組みを適宜見直し、改善していきます。 

 

(*) 問合せ窓口 
住所： 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-17-2 小林ビル 202号室 
TEL/FAX： 03-3356-4856 (平日 9～17時) 
E-MAIL： contact@kids-npo.com
Web URL： http://www.kids-npo.com/
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備考 

「個人情報」とは、参加者個人を識別できる情報を指すこととします。個人を識別できる情報とは、氏名、年齢、

生年月日、電話番号、メール・アドレス、住所、勤務先等の情報で、この内の1つまたは複数の組み合わせによ

り、参加者個人を特定することのできる情報を意味するものとします。 

なお、ＫＩＤＳでは理念（市民一人ひとりの社会貢献意識の高揚）に基づき、個人情報を含まない形式で参加者

の全体あるいは一部の統計情報やアンケートの結果を公開する場合があります。 

 
KIDS とは 

ＫＩＤＳ(Knowing Is Doing Something)は、１９９２年２月に発足した非営利団体です。１９９１年９月に初めて日本

の知的障害児施設を訪問した Reed Majors 氏は、「障害を持った日本の子どもたちは、あまりにも社会に対して

閉ざされている」ことを感じました。福祉先進国から訪日していた外国人として、日本の社会福祉の立ち遅れは

明確でした。ＫＩＤＳは、「障害のある子どもたちを、何とかして社会に連れ出したい」というReed Majors氏の考え

に賛同した日米欧の有志によって設立されました。ＫＩＤＳは、ディズニーランドにおける子どもたちとボランティ

アとの交流プロジェクトを中心として、施設訪問ボランティアや海外における子どもたちへの生活･教育支援プロ

ジェクト等、さまざまな活動を続けております。 

 
KIDSの理念 

ＫＩＤＳの理念は、「Knowing Is Doing Something」、すなわち「やって見れば、わかる」ということです。私たちの身

の回りには、さまざまな社会的ノイズが存在します。ＫＩＤＳは、各自が行動すること（Doing）によって、社会的ノイ

ズに潜在する問題点を顕在化させ（Knowing）、さらに行動すること（Doing)によって、それらの解決策を見出す

こと（Knowing）ができると考えます。ＫＩＤＳは、各自の行動がより良い社会を築くと考えます。また、子どもたち自

身も、新しい発見や体験を通してこそ自己の発展が促進されると考えます。 


